
 

 

年次目標 R7.7.1 第 4 号 

 

津波被災探究  
久之浜・薄磯の伝承館を見学し 

たり、語り部さんの話を聞いたり 

しました。今後、各班ポスターを 

制作して研究発表をします。 

 震災の記憶のない世代が、どの 

ように関わるべきなのか、考えて 

いきましょう。 

７月の行事予定 

17 日㈭ アセンブリー 

 

 

18 日㈮ 全校集会 壮行会 

22 日㈫～25 日㈮  夏期課外 

28 日㈪～30 日㈬ （国数英 AM） 

 

 

31 日㈭ 東北大学 OC 見学会 

高い目標を掲げて

前向きに！ 

本質とは何か 
初めての定期考査に対して、放課後も教室に残って勉強する姿や最後まで問題に取り組む様子が見ら

れ、まずはしっかり考査に向き合えたと思います。しかし振り返りの仕方はどうでしょうか？テスト問題

はあくまで学習範囲の一部でしかありません。点数は理解度の目安です。他人との比較（相対評価）で

はなく、自分の到達度（絶対評価）で考えましょう。特に各教科、記述問題に悩んだかと思いますが、

自分の解答の内容がどうして採点者に伝わらなかったのか、改善が必要です。各教科から出される課題や

予習などに取り組むときも、単に「こなす」だけでなく、何を問われているのかを理解し、表面的な正誤

ではない着実な力となっているか、確認しながら行ってください。学問に王道はありません。日々の積み

重ねです。 

頭の中を空っぽにする時間 
4 組担任 大森 悠真 

目一杯頭をフル回転するだけの日々
が続くと、心が荒む感覚があります。
そうすると自分にも周囲にもいい影響
を与えないことが多いです。 

そんな私を支えてくれているのはシ
ンプルな「走る」という行為です。こ
のおかげで気持ちをリフレッシュでき
ますし、普段は思いつかない良いアイ
デアが生まれるのもこの時が多いで
す。空っぽと書きましたが何かに熱中
できるものがあると、別の物事も好転
していくのではないでしょうか。 

６月なのに磐城高校生の情熱並みの強烈な暑さの中、 

ドッジボール・バレーボール・卓球・ソフトテニスの 

各種目と 1600M リレーで 

各クラスしのぎを削りました。 

各クラスの団結が深まった 

一日でした。 

集中して基礎を固める！ 

大学ってどんなところだろう？ 
各学部の模擬授業に申し込もう！ 

文化部の活動を観賞するよ！ 

前期校内 

体育大会 

５組優勝！ 

教育実習生お疲れさまでした！ 
           6 月 9 日㈪から本校で実習して

いる教育実習生がそれぞれの大学
生 活 に つ い て 、 わ か り や す く
PowerPoint にまとめてくれまし
た。経験をもとに１年生たちの質問
に誠実に答え、最後に先輩として熱
いメッセージを話してくれました。  


